








要約:いつでも、またどの地域においても女性が安心して妊娠・出産し、児が健やかに成

長・発達できるためには、全ての妊婦や胎児・新生児が必要に応じた適切な周産期の高度

医療を受けられるよう、地域における周産期医療のシステム化が必要である。そこで平成

7年(1995 年)の群馬県の周産期医療の実態調査を行ない、その資料をもとに厚生省が各都

道府県を実施主体として今年度から実施を開始した「周産期医療対策事業」を念頭にいれ

ながら、群馬県における周産期救急医療システムのモデル試案を作成した。


